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　閉経は単に生殖能力の終焉を告 げるもの で な く， 新 たな life　stage の 始ま りで もある，

産科婦人科用語解説集
D

によれば、女性が性成熟期の 終わ りに達 し，更年期にな っ て卵巣

の活動性がしだい に消失し，つ い に月経が永久に停止する ことを 「閉経」とい い、そ の 時

期を 「閉経期」と定義 しでいる，また t 閉経の 判定は12カ月以上の 無月経を確認するか ，

黄体ホルモ ンを投与 して も消退出血を認めないこ とによる、と して いる．さ らに，「更年期」

につ いて は生殖期から老年期 へ の 移行期で 閉経期の 前後数年 間を いう
1〕

，と して い る．

1976年の 第 1回 閉経に関する国際会議で更年期症候群は，卵巣機能の 衰退，環境に関す

る社会 ・文化的因子，個人の 性格構造 に基づ く精神 ・心理学 的因子などがからみ合 っ て 起

こ る症状 を包括することで 同意された，つ まり，症状の 多 くは卵巣機能の 衰退から起 こる

内分泌学的要因，性格的要因、社会心理的要因が程度の 差をもっ て重 な り，心身 に投影さ

れた結果と推定される，

一
　更年期 を迎えるこ とは生殖能力 に限界が訪れることである，妻と して夫とのギ ャ ップが

つ らくなり，子供がいればそ の 自立があり、位事をもつ 女性にとっ ては自身の 能力の 限界

がみ えて くる，健康や先行きに対する不 安感などによ り， 人生の意味合い に疑問をもっ た

り，孤独感にさいなまれる頃でもある。女，妻，母の 節目が 同時に訪れる生涯の 中で も一

大変換の 時であ り，従来の 価傾観の転換をも迫られる時期である．

　 自律神経系の 変化 は自律神経失調症状と して現 れおもに顔面紅潮 ，の ぼせ，発汗，冷え

な どの血管運動神経症状の 他に睡眠障害、動
dl
季，頭痛、めまい，耳鳴 り，肩こ りなどの 訴

えをもたらす．

一 一
　精神神経系の 変化と して抑うつ ，精神不安定，意欲低下、不安感、記 1意力低 下、不眠な

ど多岐にわたる．

1）更年期障害の診断

  ホルモ ン学的診断

生殖能力の 衰えは卵巣機能の 衰退 をもたらし，その 結果負の フ ィ
ー ドバ ッ ク機構による
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上位中枢の刺激により性腺刺激ホルモ ンの 上昇が もたらされる．したが っ て ，血中エ ス ト

ラ ジオール （E2）濃度の 低値と，卵胞刺激ホルモ ン （FSH ）濃度の 持続的高値 を証明す

ればよい ，

　  内分泌細胞診

　腟ス メア （腟側壁上 1／3を擦過）を採取 して 閉経期の 変化 （エ ス ト〔〕ゲ ンの 減少 による

重層扁平上皮の表層 へ の 分化の 低下）により傍基底細胞の 出現が明らか になる，また ，細

胞成熟指数 （比較 的均等 に細胞が分布 して いる所 5カ所を選び傍基 底、中層，表層細胞

に分けて ，細胞の 合計が 1カ所 20個 になるまで数え，5カ所の含 計 100個の 比で傍基底細

胞／中層細胞／表層細胞と表わす）ではエ ス トログ ンの 欠乏が 強くな り90／10／0の ような左

方移動が起こ る，

　 2）外来診察における病型ス ク リーニ ング

　心身両面 に わたる問題を質問票や心理テ ス トを用いて症状の 具体化 ，客観化と程度の 把

握 を容易にする．

　  ク ッパ ー
マ ン更年期指数 （安部変法）Kupperman　menopausal 　index ：不 定愁 訴

の 数値化をめざ しクッ パ ー
マ ンが考案

2｝
した質問表 を安部らが改変 した

3＞
もの ，11症状 群

の 評価と17症状の 塋症度に 与えられた数の積を合計 した指数で 15〜 20軽症 、21〜34中等

度，35以上重症と判定する．しかしt 日本人に必ず しも適 していないな どの 問題 点も指

摘されτ いる，

　  簡略更年期指数 simplified　menopausal 　index（SMD ：1992年小U」と麻生
3｝
によ り、

日本人に適 し実地臨床の 場で 使用 しやすい もの として 発表 された （表 1），こ れ は症状の

程度 に応 じて 点数 化 し，その 合計点で判定する．25点以下であれば異 常な く，50点を超

えると更年期外来を受診するようにな り，66点以上で は治療を要する，とする，

　  東邦大 式抑 うつ 尺度 self　ratlng　questiOnnalre　for　depressiOn（SRQ −D）：18の
質問の 合計点数か ら更年期に多い うつ 病や うつ 状態の 拾い上 げに用いる．

　  Cornell　Medical　lndex （CMD ：コ
ー

ネル大営で作成された医学指数であ る．身 体

（表 1）　簡略更年期指数（小山，麻生3｝）

症状 の程度 〔点数）

症　　状
強 中 弱 無

点数

1．顔がほて る 1063o

2．汗を か きやす い 10630

3．腰や手足が冷えやすい 14950

4．息切 れ，動悸がする 1284o

5，寝つ きが悪い，また は眠りが浅 い 1495o

6，怒りや す く，す ぐイ ラ イ ラする 12840

7，く よ く よした り，憂 うつ にな る こ とがよ く ある 7530

8　頭 痛，め まい，吐 き けが よ く ある 7530

9　疲れやすい 7420

10，肩こ り，腰痛，手足の 痛 み がある 7530

合計点
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的項目と精神的項目の 内容 に分かれた質問により構成されτお り，神経症の ス ク リーニ ン

グに用い る，

　3）質問表か らの選別 i 診断

　  〜   などより患者が更年期障害であるのか否か，自律神経系 ， さ らに精神神経系での

問題点は何かを把握 し対応する．また、うつ 病や分裂病が 明らか にな っ た場合は迅速に専

門医へ の 紹介を行う，

　治療は薬物療法と心理療法に集 約される，自律神経系，精神神経系の症状がそれぞれ単

独で現れるこ とが少ないため薬物的支援 と心理的支援の両面からのサポ
ー

トが望ましい ，

　（1）薬物療法

　メリッ ト，デメ リッ トの 説明を十分行い個々の 患者 にあっ たもの を選択する、

　  ホルモ ン補充療法

　自律神経失調症状に対する 〔P心的治療となる，図 1のような方法で使用する，

　A ，エ ス トログン製剤

　（a）結合型工 ス トロ グン剤 （プ レマ リソ
M

， ロ メダ
TM

など）1 妊馬尿から抽 出された天

然結合エ ス トログン剤である，長期使用を行 う際は孑 宮内膜の 肥厚増殖，孑筥筋腫の増大

な どの報告もあり，プログス トーグ ン製剤を併用す る、一般 にO．625〜1．25mg ／日を使用

する．

　 （b）経皮吸収工 ス トラジオ
ー

ル製剤 （エ ス トラ ダー
ム MTM）：エ ス トラジオ ール と して

O．72mg を岔有するパ ッ チ を 2日こ とに下腹部や臀部に貼付す る．長期使用をする場合 は

プログス ト
ー

グン製剤との 併用が望ま しい，

　（C）エ ス トリオール剤 （エ ス トリ
ー

ル
TM
，ホー

リン
TM

など）：エ ス トログン と しての 生

物活性が弱いため乳房緊満感，号 宮出血が少なく， 下 垂体抑制作…用もあるため比較的軽い

更年期障害に使用 し，長期使用司能で ある，1〜3mg／日を使用する．

　B．プログス ト
ーグ ン製剤 ：エ ス トロゲン製剤単独使用に よる副作用軽減の ため使用す

る，ア ン ドログンの 有する強い性中枢抑制効果，蛋 白合成促進，水分貯留作用などを考え，

ア ン ドログン作用の 弱い酢酸メ ドロ キシプ［コグス テ ロ ン （プ ロ ベ ラ
TM
，ヒス ロ ン

TM
，プロ

（図 1）HRT （ホル モ ン補充療法）の 使用右法
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グス トン
TM
）が使用される ，2．5〜 5mg ／El使用する．

　  漢方療法

　「気 ・血 ・水」お よび 「証」を確認 したうえで漢方薬を使用す るの もよい （図 2），

の タイプ

主 要症状　　 証　　　　　 主要症状以外の 目安となる症状　　　　　　　 効果 的な漢方 薬

のぼ せ赤 ら顔 ・頭 痛・
不 安．イラ イラ

上腹 部の つ かえ 感・便秘あ り

さん おうし ゃしん とう

　　三 黄瀉心湯
実　 　証

〉の ぼせ ・赤ら顔 頭 痛
・
不 安

・
イライラ

上腹部の つ かえ 感
・
便秘な し

おうれんげどくとう

　 黄連解毒湯中閤証
〜実証

（体力がふつう以二 ） 不安・イライラ
・脇腹の圧痛 や張 り

便秘気味・
頭 痛

さい こかりゅうこつ ぼれい とう

　　 柴胡加］竜骨 牡蠣湯

イライラが強く怒りっ ぽい ・
不眠

しば し ば他 入に 攻撃的

よくかんさん

　 抑月干散虚 証〜中 間証

（体力がふつう以下） の どのつ かえ感
・
気 分がふ さぐ

声 がれ・顔色 不 良・冷 え性

はんげこうぼくとう

　 半夏厚 朴湯

虚　　証
神経過敏・

不 安
・
疲 労感

・
不 眠

手 足の冷 え
・
寝汗

けいしかりゅ うこつ ぼれし、とう

　　 桂枝加竜骨牡蠣湯

気

　

の

　

病

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
血

　

の

　
病

実 　　 証
上 腹部の 圧痛と冷 え

．
常習 の 便秘

興 奮気味
・
の ぼ せ

・
耳鳴り

とうかくじょうきとう

　 桃核承気湯

中 間証〜実証
下腹部の 圧痛や張り

・
便秘 しない

月経痛
・
冷 えのぼせ

けいしぶくりょうがん

　　桂 枝茯苓丸

中　間　証
の ぼせ・乾燥肌・手足の ほてり

不安焦燥感・出血

うんせ いい ん

　 温清飲
レ

色白ポッチャリ型
・
めまい

・
むくみ

腰庸 貧血 扁 こり

とうきし ゃくや くさん

　　当帰芍 薬散
虚証〜中間証

の ぼ ぜ イライラ
・
不 眠

・
潔癖症

膚こり
・
疲 れや すい

レ かみしょうようさん

　 力□味逍遥散

虚　 　証
強い冷え 血 色不良

・
〉令房病

冷えによる腹痛

とうきしじゃくかごし魍）しょうきょうとう

　 当帰四 逆加呉茱萸生姜湯

》のぼせ・肩こり・足の 冷え・息切れ

めまい
・尿量の 異常

りょうけいじゅつ かんとう

　　 苓桂 朮甘湯
中閤証〜虚証

ン頭 重感 持続性 の 軽い頭 痛・冷え性

食欲不 振 吐き気

はん げびゃくじゅつ てんまとう

　　 　半夏白 朮天麻 湯

虚　 　証
下 痳

・
頭痛

・
手足の 冷えが強 い ・め まい

動 悸
・
ン令房 病

水
　

の

　

病

　

　
　

そ
　

の

　

他

の ぼせ
・
め まい

．
頭痛

・
動悸

・
不安

・
不目民

症状が慢牲 的

　し んぶとう

　 真武湯

にょしんさん

　 女神散
中　間 　証

不 安・
不 眠

・
ひきつ け

．筋緊張
・
神 経過敏

あくびが多い

かんばくたい そうとう

　　甘麦大棗 湯

胃腸は丈夫
・
下半 身の冷 えや脱 力感

腰 婿 頻 尿

はちみじおうがん

　 八 味地 黄丸
虚証〜中間証

レ冷 えると関節や 筋肉が痛む
・
発 汗しやすい

微 熱 冷房病

け いしかじゅつ ぶとう

　 桂枝加朮附湯

　　 （図 2 ）漢方療法の考え方と処方チ ャ
ート （石 野

5｝
より改変）

「証」：個々 の人 に特有の 心身状態を示す漢方用語 ，

　　「虚証」は胃腸が弱 く体力がない （実証 はそ の 逆 ），「陰証亅は新

　　陳代謝が低下 し元気がない （陽証 はそ の 逆），

「気 ・血 ・水」：体丙を流れ人の生命活動を支えて いる基本要素．

　　正常に機 能 して いれば体内の臓器が正 常に働き，心身の健康が

　 維持されると考えるもの 。
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　  抗不安薬 ， 抗うつ 薬

　精神神経症状 に対 して は症状に より抗不安薬や抗うつ 薬を処方する （表 2），希死念慮

や二 次妄想があっ た り分裂病が疑われるものなどは精神神経科へ の 紹介を早め に行う，

　（2）心理療法

　不 定愁訴 につ いて は 「受容」、「支持」，「洞察」，「保証」を基本とする一般的心理療法が有

効で ある
m ，身体的症状は当然ながら心理面，社会 的側面，患者の 性格面 を含めた全体像

を明らか にしてゆくこ とになる，患者の 訴えをよ く聞き批判や寸評を避け （受容する），

訴えを明 らか にして それを3 解 し （支持する），背景や性格な どと症状との 関連を整理 し

た うえ，それらへ の 対応を具体的に説明 し心配の な い旨を伝え る （保 証す る）
fi〕
ことが墓

本 となる．

（表 2）　抗不安薬，抗うつ 薬（筒＃6）より改変）

抗不安薬 ；不安や緊張の 緩和，鎮静催眠，筋弛緩，抗け い れ ん の作 用 を持 つ、

　　　　　ねむけ，ふらつ き，めまい の副作用がしばしば認め られ る．

　　　　　重症筋無力症，緑内障に は使用禁忌，

抗不安作用
一

般名 商品名 1 日の 常用量

比較的強 い

　　　　　　 i
　　　　　　 i

Gloxazoiam

bromazepam
Iorazepam
etizolamflutoprazepam

tofisopam

セ パ ゾン
IM ，エ ナ デ

ー
ル

TM

レキソ タ ン 柎

ワ イ パ ッ ク ス
TM

デパ ス
M

レ ス タス
M

グラ ン ダキシ ン 瑚

　2 〜8mg

　2 〜 12mg

　 1〜4mg
1，5〜3mg

　2〜4mg
150〜300mg

中等度

drazepam

alprazolam

ethyl　Ioflazepate

セ ル シ ン M ，ホ リゾン TM

コ ン ス タン TM ，ソ ラ ナ ッ ク ス
TM

メイラ ッ クス
TM

4 〜20mg
1，2 〜2，4mg

　1〜 2mg

比較的弱 い

oxazepam

oxazolam

fiutaZdGlotlazepam

ハ イ ロン グ TM

セ レナール TM

コ レ ミナー
ル

湘

リ
ー

ゼ 「M

20〜60mg
20 〜60rng

　 12mg

15〜30mg

抗うつ薬 ：少量より開始して漸増する従来より三 環系抗うつ 薬がよく知られるが，

　　　　　近年副作用 発現 の やや少な い四 環系抗うつ 薬もよく用い られる，

　　　　　〔〕渇，便秘，排尿障害な どの副作用が多い，

分類
一

般名 商品名 1日の 常用量

三 環系抗うつ 薬

imipramine
olomipramine

amitrlptyline

dOsuleprn
amoxapine

トフ ラこ
一

ル
T「”1

ア ナ フ ラニ
ー

ル 「M

ト 1
丿ブタ ノール TM

プ日 チアジ ン w

ア モ キサ ン
TM

20〜 「00mg
20 〜 100mg
20 〜 100mg
50 〜 150mg

5〜 100mg

四環 系 抗 うつ 薬
maprotiline

mianserin

ル ジオ ミール TM

テ トラ ミ ド
ー
M

20 〜 100mg
10〜30rng

そ の他 sulpirlde ドグ マ チー
丿レ

TM
150〜300mg
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　閉経を体感 した女性の 老いの 受け入れと新たな価値観の創造へ と昇董す る一助をわれわ

れ産婦人科医が担えるとすれば幸いで ある ，
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